








事業名 主な事業内容 事業期間 予算 補助金上限額
（補助率）※2

原子炉圧力容器内部調査技術の開発
(1)調査計画・開発計画の策定
(2)工法計画の立案
(3)調査用付帯システムの検討
(4)アクセス装置・調査装置の開発

2018年4月1日から
2020年3月31日まで 平成29年度補正 13億円

（1/2以下）

原子炉格納容器内部詳細調査技術の開発
（X-6ペネを用いた内部詳細調査技術の現
場実証）

(1)調査計画・開発計画の策定
(2)アクセス・調査装置及び調査技術の現場実証

2018年4月27日から
2020年3月31日まで 平成29年度補正 ４０億円（定額）

原子炉格納容器内部詳細調査技術の開発
（堆積物対策を前提とした内部詳細調査技
術の現場実証）

(1)調査計画・開発計画の策定
(2)アクセス・調査装置及び調査技術の現場実証

2018年4月27日から
2020年3月31日まで 平成29年度補正 26億円（定額）

原子炉格納容器内水循環システム構築技
術の開発

(1)PCV 内水循環システムの高度化のための技術仕様の整理、　
作業計画の検討及び開発計画の立案

(2)PCV 内アクセス・接続等の要素技術の開発・検証

2018年4月1日から
2020年3月31日まで 平成29年度補正 ５億円

（1/2以下）

原子炉格納容器内水循環システム構築技
術の開発
(実規模試験)

(1)補助事業「原子炉格納容器内水循環システム構築技術の
開発」で開発するPCV アクセス・接続技術等の
実規模スケールでの検証

2018年4月1日から
2020年3月31日まで 平成29年度補正 10億円（定額）

燃料デブリの性状把握のための分析・推定
技術の開発

(1)燃料デブリ性状の分析に必要な技術開発等
(2)燃料デブリ微粒子挙動の推定技術の開発

201９年4月1日から
2021年3月31日まで

平成29年度補正
平成30年度補正 10億円（定額）

燃料デブリ・炉内構造物の取り出しに向けた
サンプリング技術の開発

(1)燃料デブリサンプリング技術の開発計画、
サンプリング計画の策定

(2)ＰＣＶ内燃料デブリサンプリングのための装置、
システムの開発

201９年4月1日から
2021年3月31日まで

平成29年度補正
平成30年度補正 35億円（定額）

燃料デブリ・炉内構造物の取り出しに向けた
技術の開発

(1)燃料デブリ取り出し工法の開発
(2)燃料デブリ取り扱い技術の開発
(3)燃料デブリ取り出し作業時の安全確保に関わる技術開発

201９年4月1日から
202１年3月31日まで 平成30年度補正

40億円
（定額、一部の
事業内容につい
ては、1/2以下）

燃料デブリ・炉内構造物の取り出しに向けた
技術の開発
（燃料デブリのダスト集塵システムの技術
開発）

(1)燃料デブリ加工時に発生するダストの集塵システム、気中拡
散を抑制するシステムの概念検討・要素試験

201９年５月１０日から
202１年3月31日まで 平成30年度補正 3億円（定額）

燃料デブリ収納・移送・保管技術の開発
(1)収納・移送・保管に係る調査及び研究計画立案
(2)収納技術の開発
(3)移送技術の開発
(4)乾燥技術／システムの開発

201９年4月1日から
202１年3月31日まで 平成30年度補正

13億円
（定額、一部の
事業内容につい
ては、1/2以下）

固体廃棄物の処理・処分に関する研究開発
(1)保管管理方法の検討
(2)処理・処分概念の構築と安全評価手法の開発
(3)性状把握の効率的な分析手法の開発
(4)研究開発成果の統合

201９年4月1日から
202１年3月31日まで 平成30年度補正 27億円（定額）

※1　IRID「事業計画書」に記載されている事業　　　※2　補助金上限額および補助率は、公募要領に記載の数値 　














